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南山大学『アジアセミナー』　池住　義憲　

「今イラクで起こっていることをどう見るか？　どういう問題か？」

はじめに：　結果主義（Consequentialism）について

「結果」とは、「原因との間に必ずしも緊密・直接の関係がなく、長い経過のあとに起こったこと」。「結果主義」とは「戦争の結果が、戦争中の悪行を帳消しにして有り余るほど良ければ、その戦争は道徳的に正当化される」（M．アムスタッツの『国際倫理』）ということになる。

イラク“戦争”を仕掛けた英米の政治指導者たちは、今「結果主義」の立場をとりたいに違いない。「ならず者国家」の悪玉政権を崩壊させてイラク国民を「解放」したのだから、国連安保理をないがしろにしたことや、兵士や市民に犠牲を出したこと等は許される、という立場・考え方！

私たちは、米国の行為を既成事実として正当化してはならない！　ことの本質を見抜かなければならない！

Question １：「イラク“戦争”？　何が問題なのか？」

1） “戦争”の開始が国際法違反！

⇒　１９世紀まで　→“国家が実力を行使するのは自由”との発想

２０世紀以降　→　国連憲章で、国家が単独で武力行使することを原則禁止！　「国際関係において武力による威嚇または行使を慎む」と戦争自体の放逐を謳っている。ただし次の二つの例外がある。

　　　　　　　　　①自衛の場合（国家や国民への急迫不正な武力攻撃が発生した場合に限定。しかも国連安保理が平和維持に必要な措置をとるまでの間のみ）

　　　　　　　　　②安保理が「国際の安全と平和について脅威がある」と認めたとき（まず徹底した非軍事的方法をとる。どうしても効果がないと確認・決議した場合にのみ、国連の警察活動として武力行使をやむをえない方法として認めている。）

⇒　しかし、今回の米国は：→　米国はイラクから軍事攻撃を先に受けていない！（「自衛権」の行使は不成立！）

　　　　　　　　　　　→　安保理は決議していない！

⇒　ゆえに、これは：→　重大な国際法（国連憲章）違反の武力行使！

　　　　　　　　　　→　他国（イラク）の政権の同意にもとづかずに領土を侵す武力行使！

　　　　　　　　　　→　米国の想いで一方的に他国（イラク）の政権を崩壊させるという、他国の主権侵害！　内政干渉！　民族自決権の否定！

⇒　すなわち、今、イラクで起こっていることは米英軍によるイラクへの「侵略」戦争！！これは、まさに、国際犯罪！！ （日本のマス“ゴミ”は一様に「イラク戦争」と表記しているが、これは正しくない。正確には「イラク侵攻」「イラク侵略」というべきである。戦争という言葉を使うのであれば「米英軍によるイラクへの侵略戦争」とすべき！）

2） 武力行使の中身も国際法違反！

⇒　米国が使用している爆弾：　・劣化ウラン弾（DU）

　　　　　　　　　　　　　　　・クラスター爆弾（集束爆弾）

　　　　　　　　　　　　　　　・デージーカッター（燃料気化爆弾、FAE）

　　　　　　　　　　　　　　　・バンカーバスター（地中貫徹爆弾）など

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑

　　　　　　　　　　　これらを使用することは、交戦法規であるジュネーブ協定違反！

⇒　イラク・ボディー・カウント(IBC)の調査によると、開戦（3月20日）から8月7日までのイラク民間人死亡者（犠牲者）は、6087～779８人。これはもう十分過ぎるくらいに大量虐殺であり、「人道に対する罪」！　国際刑事裁判所の規程にある「戦争犯罪」そのもの！

Question ２：「日本はイラクへの『侵略行為』をしているか否か？　何故？」

⇒　1974年12月の第29回国連総会で「侵略」の定義が採択された（決議3314）。具体的にどういう行為が侵略行為なのかを決めるのは安保理に任されているが、この定義はその判断基準とるもの。宣戦布告の有る無しに関わらず、以下に列挙するものに該当する場合は侵略行為とみなされる。

1 他国領域の攻撃、侵入、軍事占領、全部または一部の併合

2 他国領域への砲爆撃や兵器の使用

3 港は沿岸の封鎖

4 他国の陸海空軍、商船隊、航空機隊への攻撃

5 他国領域にある軍隊を受入国との協定に定める条件に反して使用し、または協定期限を超えてその領域における駐留を延長すること

6 第三国侵略のため他国が自国領域を使用するのを許容する行動、など。

⇒　日本は日米安全保障条約にもとづいて、米国が使用する領土（米軍基地）を提供している。その米国が第三国（イラク）に対して侵略行為を行っていることを許容する国（日本）の行為はすなわち「侵略行為」とみなされる。（上記の⑥項に該当する）

Question ３：「“戦争”は終わったと思うか思わないか？　それは何故？」

⇒　今回の米英国のイラク侵略戦争、「出口戦略」が極めてあいまい！

　　（当初の目的は『大量破壊兵器の廃棄』。それが『フセイン政権の崩壊』および『イラクの政権交代』にと目的がドンドン変わってきている。さらには『中東の民主化』までに･･･！）

⇒　『イラクの政権交代』、つまり外部（米国）軍事力で強行すること自体を目的としている。ということは、はじめから戦後管理を国連に委ねる意図を持ってはいなかった！

⇒　米国自身が満足いく結果とは：

　　　　→大量破壊兵器の発見？

　　　　→フセイン大統領の捕捉または死亡確認？

　　　　→フセイン政権指導者の捕捉または死亡確認？

　　　　→フセイン後の政権樹立の明確な目途が立った時点？

⇒　2003年５月２日、米大統領、“戦闘”終結宣言！　空母艦上で演説。“戦争”は終わっていない！　５月２日の宣言は戦争終結ではなく、「戦争行為の継続宣言」、「新たな占領体制維持宣言」そのものである！

⇒　いつまで続くのか、「国際法違反の軍事占領」！

Question ４：「「米軍は侵略戦争の戦費をどこから調達しているのか？」

 膨大な軍事資金！！ 
↑

 米国政府、国債を発行（利率約３％）
↑

 日本政府などが米国政府発行の国債を購入 
↑

 米国債を購入する資金として日本政府は国債を発行（利率約１％弱）
↑

 日本の大手主要銀行などが国債を購入。その原資は･･･････････････ 
↑　　　　　　　　　　↑　　　　　　　　　　↑

        ？　 　　　　　　　？　    　　　　　　？        
＜参考付属資料！＞

「イラクで戦争　なんでだろぉ～♪♪」
１．テロリズムがダメなのに、戦争がＯＫなのはなんでだろう♪♪
２．テロリズムがダメなのに、フセイン大統領へのピンポイント爆撃がＯＫなのはなんでだろう♪♪
３．テロリズムがダメなのに、誤爆が「やむを得ない」のはなんでだろう。♪♪
４．政情不安で大量破壊兵器を持つ国（註）はたくさんあるのに、イラクだけが攻撃されるのはなんでだろう♪♪
５．国際社会の民主的手続きを守らない国が「中東に模範的民主主義国家を作るため」戦争をするのはなんでだろう♪♪
６．イスラエルは国連決議に反してヨルダン川西岸を占領し続けているのに、米英軍に攻撃されないのはなんでだろう♪♪
７．「日米同盟が国連より優先する」ことを決めた政府が「国連中心主義」を言い続けるのはなんでだろう♪♪
８．「備えあれば憂いなし」というのに、９．１１事件以降、もっとも「備え」られている沖縄に官邸が移転しないのはなんでだろう♪♪
９．「非戦闘地域がどこだかわかんない」と言っているのに、自衛隊を非戦闘地域に派遣できるのはなんでだろう♪♪
10．開戦の大儀「大量破壊兵器の発見」情報に賞金をかけないで、フセインの所在情報に賞金をかけるのはなんでだろう♪♪

　（註１）大量破壊兵器の最たるもの「核兵器」の保有状況は次の通り。（数字はいずれも推定）
　　　　　米国　　　　16，000発（このうち8，000発がいつでも使用できる状態）
　　　　　ロシア　　　18，600発（このうち8，600発が実戦配備されているとみられる）
　　　　　英国　　　　　　200発（トライデント型原子力潜水艦配備の海洋発射弾道ミサイル）
　　　　　フランス　　　　350発（原潜搭載の中距離ミサイル）
　　　　　中国　　　　　　400発（大陸間弾道ミサイル、潜水艦発射弾道ミサイルなどに搭載）
　　　　　イスラエル　　　350発
　　　　　インド　 　　30～35発
　　　　　パキスタン　 24～48発
　　　　　この他に疑惑国として、朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）、イラン、リビアが挙げらて
いる。嘗て所有していたが廃棄した国としては、南アフリカ共和国、ブラジル、アルゼンチン、旧ソ連のウクライナ、ベラルージ、カザフスタン。（池住記）

　(註２)　「なんでだろぉ～♪♪」のうち、１～７は本年６月下旬、朝日新聞『声』欄に掲載された茨城県の小泉尚嗣さんの「イラク戦争なんでだろう」投稿からの引用。8～10は池住作！
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